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勤休管理システム『勤時』のご提案 



1. 『勤時』導入のポイント 

2. 現状と導入後のシステム構成について(ご参考) 

3. スマートフォン対応  

4. 打刻対応 

5. 長残及び超過回数による警告・集計機能 

6. 勤怠と連動した工数管理機能 

7. 勤時ではじめる『働き方改革』 
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勤時へ出退勤を入力 

収集 

チェック① 
（出退勤時刻など） 

Excel集計 

チェック② 
（年休残日数など） 

給与データ作成 

導入前 

 年休はシステムで管理するため、
管理台帳は不要 

 勤怠チェックは例外ケースのみ 
 ワークフローはメールで通知 
 集計を待たずに残業時間を確認 
 給与データは勤時から出力 

1. 『勤時』導入のポイント 

給与データ出力 

ワークフロー承認 

タイムカードで出退勤 

導入前 導入後 

様々な入力方法で、いつでもどこでも出退勤を登録 
各自のタイムテーブルで作業時間を自動計算 
プロジェクト、作業項目ごとに細分化した登録も可能 
簡単入力とチェック機能により、誤りを予防 
システム上で管理するため、収集および集計作業は不要 

有給休暇などの各種申請もワークフロー承認 
出退勤は現場責任者と勤怠管理者の二段階で承認 
残業時間を可視化し、過重労働を予防 
勤続年数や出勤率をもとに、有給休暇を自動付与 
年休の残日数や取得日数も簡単に照会可能 
36協定やストレスチェック制度に対応 

お使いの給与システムのレイアウトで給与データを出力 
豊富なCSVファイル出力機能で、データを二次活用 
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勤時の打刻機能 

2.現状と導入後のシステム構成について(ご参考) 

TimePro 
XG給与 

TimePro 
XG人事 

各システム タイムレコーダー 

PostgreSQL 

SQL Server 

Amazon 

EC2 

原価管理 
システム 

給与 

プロジェクト 

工数実績 

組織/社員 

CSVファイルで手動連携 

TimePro 
XG就業 

導入後構成案 

http/https 

DB公開も可能 
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3.スマートフォン対応 --- スマートフォンから勤怠の登録ができます。  

1 

外出先でもスマートフォンで簡単登録！ 

営業職など社外にいることが多い方は、スマートフォンで簡単に登録いただけます。 
スマートフォンのWebブラウザ上で操作するため、特定のアプリのインストールは不要です。 
 iOS、Androidどちらでもご利用いただけます。 
提供機能は勤怠入力、パスワード変更のみとなります。 
その他の機能は、スマートフォンからPCサイトに切り替えてご利用いただけます。 

勤時のポイント 

外出先からも登録が可能。 

テレワークでも大活躍！ 
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4.打刻対応 --- 様々な打刻によって勤怠の登録をサポートします。 

1 

ブラウザ打刻 タイムレコーダー 顔・虹彩認証システム 

①様々な打刻方法をサポート！ 

②打刻の訂正をひと目で確認！ 

勤休・作業入力画面 勤休承認状況詳細画面 

①打刻時刻（上部）を手修正した場合、 

画面上で色分けされ、容易に確認可能です。 

②一覧上からも打刻の訂正が
ひと目で分かります。 
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5.長残及び超過回数による警告・集計機能(1) 

長残者一覧 

所属部署ごとに長残者一覧を表示し、ご確認いただけます。 
問診(45時間)、超過勤務者(60時間)の対象時間をご指定いただけます。 
データの二次活用を促進するため、CSV出力機能をご用意しています。 

勤時のポイント 



Copyright © IT-Sec. Co., Ltd. 8 

5.長残及び超過回数による警告・集計機能(2) 

36協定一覧 

所属部署ごとに特別要項の個別協定締結回数や対象残業時間を表示し、ご確認いただけます。 
個別締結が必要な社員を確認し、「時間外超過許可申請書」の作成が可能です。 
データの二次活用を促進するため、CSV出力機能をご用意しています。 

勤時のポイント 
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5.長残及び超過回数による警告・集計機能(3) 

時間外超過許可申請書 
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6.勤怠と連動した工数管理機能 

 勤休・作業時間入力 

作業開始時刻、終了時刻より追加時間と深夜時間を自動算出します。 
作業時間と追加作業時間を各プロジェクト、各作業項目に振り分けてご登録いただけます。 
プロジェクトはCSVファイルをプロジェクト情報取込み機能でインポートします。 

勤時のポイント 
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7.勤時ではじめる『働き方改革』（長時間労働の抑制） 

勤時が長時間労働の予防をサポートします。 
長時間労働が発生した場合も、適切な対処で改善に繋げます。 

•時間と場所を問わずに登録が可能 
(PCとモバイルに対応) 

•勤怠の未入力は自動でメールフォロー 

STEP1:日々の入力 

•累計残業時間をチェックし、設定した制限時間で 

警告メールを対象者と上長へ送信 

•従業員、部署、プロジェクト単位での労働時間の 

把握と分析 

•36協定特別条項の対応(時間外超過許可申請書) 

STEP2:リアルタイム分析 

•長時間労働による医師による面接指導対応 

•ストレスチェック義務化対応 

•会議資料の作成補助（人員残業報告、長時間労働者一
覧、36協定締結回数一覧、問診表/ストレスチェック提
出状況一覧） 

STEP3:長時間労働への対処 
長時間労働への

対処 

日々の入力 

日々の予防 

リアルタイム 
分析 

長時間労働 
の予兆検知 

長時間労働の抑制
（改善） 
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推奨タイムレコーダー『SmileOKay-i』 

※機器についてもデモが可能です。 

指静脈打刻機器の他、顔認証および虹彩認証システムについてもご提供可能です。 
使い勝手を重視される場合は、虹彩認証を推奨いたします。 

 利用者の身長に合わせて内蔵カメラの傾きを自動調整 
（約40cmの範囲で調整） 

 静脈認証の様に冬場の認識率の低下や気温（体温）の 
変動の影響を受けません。 

 サングラス、眼鏡、ベール、マスクに対応可能です。 

主な特徴 

図. SmileOKay-i 
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建設業様導入事例（勤時） 

導入前の課題・問題点 システム概要図 

https://www.mcframe.com/case/nihonshokken 

導入後の効果 選定要件/選定の決め手 

パッケージをベースとしたきめ細やかな対応が決め手！ 

紙運用での勤怠管理をシステム化し、業務の効率化とコスト削減 
勤怠管理パッケージをベースとしたカスタマイズ対応で、使い勝手の良いシステムを低コストで実現 

• 毎月の出勤簿の収集、集計、保管にかかるコストを削減したい 
• 給与連携ファイルを手作業で作成するため、誤りが発生する 
• 残業時間が月末の勤怠締処理まで把握できず、対策ができない 
• 親会社の就業規則の変更により、勤怠の確認観点が複雑化する 

 

• 業務効率化により、勤怠管理に関するコストを削減 
• コスト削減の結果、高付加価値業務を拡大 
• 給与支払のためだけに利用していたデータを戦略的に活用 
• 日々の勤怠入力と隔週での勤怠承認で、原価管理精度が向上 
• 導入後も就業規則変更など、柔軟なカスタマイズでシステムが成長 

本社 

作業現場A 

作業現場B 給与支払 

様々な事業場の勤怠情報を 

即時反映・収集!! 

給与支払へ連携!! 

目 的 業務効率向上 原価管理 業 種 建設業 規 模 数十ユーザ 

• パソコンの操作に不慣れなユーザも簡単に登録できる 
• 給与連携ファイルをシステムから出力するため、正確で効率が良い 
• 親会社の就業規則の変更にも柔軟に対応が可能 
• マスタデータの整備など、管理系業務を業務委託できる 
• 初期導入費用とランニングコストが低く、気軽に導入できる 
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情報サービス業様導入事例（勤時） 

導入前の課題・問題点 システム概要図 

導入後の効果 選定要件/選定の決め手 

全ての要望を満たす勤怠管理は勤時しかありませんでした！ 

200名分の出勤簿(紙運用)からシステム化。常駐先からのPC 、スマホによる入力、常駐先毎のタイムテー
ブル、各種申請承認ワークフロー、工数管理等、数々の問題を勤時にて解決！ 

• 毎月、各常駐先で出勤簿をまとめ、本社へ送付or本社へ持参する必要
があった 

• 承認者毎に出勤簿に承認印を押印する為、承認に時間が掛かった 
• 年休、半休等の申請も紙で行っていた 
• 本社では、各常駐先より送られてきた出勤簿の収集、集計、確認に手

間が掛かっていた 
• プロジェクト毎の原価管理ができていない 
• 給与連携ファイルを手作業で作成するため、ヒューマンエラー 
 が発生していた 

• 常駐先からもPC,スマホで勤怠を入力し、勤怠状況もリアルタイムに
把握できるようになった 

• 自動集計により大幅に時間短縮できた 
• 各種申請承認についてもワークフロー機能によりシステム内で完結 
• 導入後も就業規則変更など、柔軟なカスタマイズでシステムが成長 
• システムによる自動集計になった為、給与への連携も容易に 
• プロジェクト毎に原価管理ができるようになった 
• 業務効率化により、勤怠管理に関するコストを削減 
• コスト削減の結果、高付加価値業務を拡大 

本社 常駐先A 

給与システム 

目 的 業務効率向上 原価管理 業 種 情報サービス業 規 模 200 ユーザ 

常駐先B 

常駐先C 

常駐先D 

…
 

常駐先ごとの 
タイムテーブルを登録 

プロジェクト管理
システム 

人事管理システム 
データ取込 

連携 

連携 

• 常駐先の社員が多く、外部からの勤怠の入力ができる 
• 容易に工数管理ができる 
• 問診票機能があり、従業員のメンタルヘルス、ストレス
チェックにも対応できる 

• プロジェクト管理、人事管理、給与支払へ連携ができる 
• 今後の法改正に伴う就業規則の変更にも柔軟に対応できる 
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製造業様導入事例（勤時） 

導入前の課題・問題点 システム概要図 

導入後の効果 選定要件/選定の決め手 

勤怠管理だけでなく、生産管理システムをリメイクし連携
可能になる等、柔軟な対応が決め手！ 

ユーザの使い勝手を変えず、勤怠管理＋工数管理が可能に。更に生産管理システムと連携し、勤怠管理、
生産管理のデータがリアルタイム反映されコストの見える化を実現！ 

• 現在、タイムカードの情報をExcelへ手入力で管理している 
• 毎月のタイムカードの収集、集計、保管にかかるコストを削減したい 
• 給与連携ファイルを手作業で作成するため、誤りが発生する 
• 残業時間が月末の勤怠締処理まで把握できず、対策ができない 
• Accessの生産（工数）管理システムと勤怠データの工数が一致せず、 

正しい値で生産（工数）管理が行えない 
 
 

• タイムカードを”新規ICカード＋ピットタッチ”に置き換える事で各拠点
から打刻されたデータがリアルタイムに勤怠管理システムへ連携 

• 業務効率化により、勤怠管理に関するコストを削減 
• コスト削減の結果、高付加価値業務を拡大 
• 日々の勤怠・工数入力により、原価管理精度が向上 
• 将来的には勤時の工数管理データを生産管理システムに連携      

する事で手入力の手間を省く 
• 連携される事によりリアルタイムに反映され、           

工数の見える化へとつながる 
 
  

目 的 業務効率向上 原価管理 業 種 製造業 規 模 約100ユーザ 

本社工場 

営業所 

給与支払システム 

生産管理システム 

新規ICカード＋
ピットタッチ 

勤怠・工数 

データ 

勤怠・工数 

データ 

給与データ 

工数データ 

連携 

連携 

リアルタイム
反映 

勤怠・工数 

データを管理 
※導入予定 

• パッケージ製品で勤務時間と工数情報が同時に登録できる 
• 初期導入費用とランニングコストが低く、気軽に導入できる 
• タイムカードをICカードに置き換えることで、従来の使い方を維持 
• 導入予定の生産管理システムに対して、柔軟なデータ出力が可能 
• カスタマイズを行う前に、十分に相談することができ、 
データ集計結果の送付などのきめ細やかな対応がある 
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導入前 導入後 

①勤務表 ②給与データ ③その他 

720万円 

180万円 

年間540万円の 
費用削減が可能 

(75%削減) 

①勤務表 660万円 84万円 

②給与データ 48万円 0万円 

③その他 12万円 96万円 

合計 720万円 180万円 

①勤務表 

•紙やタイムカードの収集、確認、差戻が不要 

•年次有給休暇の付与を自動化 

•申請・承認ワークフローによる効率化 

•開始-終了時刻からの勤務/残業/深夜時間の計算が不要 

②給与データ 

•給与データの作成を自動化 

•割増賃金、出勤率の計算を自動化 

③その他 

•収集、機器備品、保管などが不要 

•人件費をシステム利用料金に置き換え 

年間費用の削減効果について（200名規模） 

勤時導入による主な効果 

 日々の作業時間をリアルタイムに確認 
 締日前の繁忙期による残業対応が不要 
 36協定、産業医面談申込や問診票にも対応 
 年休取得率、平均残業時間を簡単に把握 
 単純作業からより高付加価値な業務へのシフト などなど 

見逃せない副次的な効果の数々 
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御社にとって、最良のシステムをご提案します。 

お困り事がございましたら、お気軽にご相談下さい。 
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IT-Sec. IS YOUR BEST BUSINESS PARTNER 

本ご提案内容に関するお問い合わせ、その他ご用命は、下記までお願い致します。 

 

株式会社アイティ・セック 

 神保覚  杉本章弘 

〒221-0834 

横浜市神奈川区台町8-14 ベイシティ滝川7階 

TEL:045-620-8422 

Fax:045-620-8444 

 

 

 

 

 

 


